
科学の有用性を実感できる理科学習
～5年 「電磁石の性質」の実践より、学習したことを活用できる体験を求めて～
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1 1ま しめに

児童が 理科の学習を通して身に付けた知識や科学的な見

方 考え方を活用したり、生活の■に当てはめて考えたりする

こと力
'で

きるようになってはしいと考えている.さ らに 「学習

したこと力投 立つ|と いう科学の有用l_を実感できるようにさ

せたいと考えている.

しかし 学習したことを 身の回りにある自然の事物 現象

に当てはめて説明 t´たり 生活に生カモ うとしたりする児童は

少な0、 これは、長業の中で これらのl■bが位置付けられた

泄縦的な指導がなされていなかったことが原因と考える.

そこで 児童が、ヤ習した知識や身につけた科学的な見方

考え方を活用したり、生活に当てはめたりできるように 5牛
「繊 百の1■節 の単元で、l.fFを重祝した学習の流れと教材

の工夫を考えた.児童が 学習したことを活用したり 生活の

中に当てはめたりすることができる体験の位司 寸けヽ 畑 を追

究 l´  r■tの指用性を力まできるようにしたいと考えた.

2 研究の内容

(1)有用性カロ 惑できる体験0コ劃寸け

単元の終わりに 学醤したこと   敏村との出会い   電
『

(2)有ヽ慟 湊感できる教材の工夫

鼎 主な児童の活動 C教師の主な手立て
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O T宇型葡滋●にヽ ,、 ll,あ るのだろうか?   :
0 ど,するとT字型電磁石は強くなるのか?   |

際  蘇型決l

O T宇型電磁石

“

にって、電磁石=逮を調べる.

② T字型電磁石●動きを強くする方法を調べる。

0 電磁石にも極まある。電流の向きで極が変わる.

② 大きな電流を流したリ コイルの巻議 を増やし

たりすると電磁石は強くなる.
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I,訂コイ隷 劇

0 実漿で使ったT宇型電話

石を活用して 白作モーター

を作り、学習しl_こ とを活用

して自作モーターの性能を調べる.

0 自作モーターでミニ

カーをたらせる。

i::ま:::「:i「 |

| どうすると自作モーターを

0 自作モーターが強力

になうかを調べる実験

“

Iう .

◇ 巻き数や電池の数を一

定にし ミニカーでは走

らなレヽように証 する.

◇ なぜ走らないのかを考

えさせる。

◇ 睡 を確認させる。

強力にできるだろうか? :

◇ 電磁石の性質を活用

し、強力にする方法を予

想させる。

◇ ミニカーで調べると、

重きの違|■影響させる

点に気柿 せる。

-

活用体験Aで扱う向作モーター fl用できるように開発した

T宇型電磁石を児童が作成し電磁¨ 捜貰を調べられるように

しF_こ うすることで ■習の遭御生をもたせたいと考えた.

自作モーターは 児童が伯,しやすく、考えたことを実易しや

すいようにブロックとT宇型電磁石を経 合わせた物で、回■

する赫 眸 を分かりやナくし7_

さらに、児童は 4■■ 「ビッグカーJに乗つて学智する体

験をしている。活用体験Bでは ビッグカーで使われている大

型モーターと白ltモーターとを比較させることで 学智したこ

とが身近なところで生かされていることに気す力‐t・r いく.
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【湖調縁 B】

O 大型モーターと自作モーター

を比較して、学習したことが生
かされていると力まする.

0  囀

(1)活日本脚理 るまで

児童1ょ 強力電磁石0本験を通して、

その憐 じ夕|口卿味をもっソヽ そこで、

T字型電磁石を作り そり雪質を調べ

る実験を行い、電気を流したときだけ

磁石の順 になること、T― 石

ころ 児童は興味津々の様子で観察し、

「あつ 回つた !J「 どうして回るの?J

と話した。そこで、自F4E―ターの仕

組みと作り方を調現し、児童と自作モ

ーターを作つた 児童は け れ 1ヽ

回つたJ「先生、このモーター

流したりすると良いということを知った

12)活用体験A「自作モーターを強力にするにはJ

児童に、T宇型電磁石を使つた自作モーターの回転を見せたと

電磁石と同様に 大きな電流を流したり、コイルの巻き数を増

やしたりすることで 自作モーターの力を強くすることができ

ることが分かった

結果から児童は 「コイルの巻き夕ヽ 電池の数が、多|ヽまどた

くさんのおもりを持ち上げることができたので、強力になつた

と思うJと考察し 「先生、やっばり、電磁石の性質とモーター

を強力にする方法は同じだつたよ」と話す児童もいス、 この姿

から 児童が論 と同u生質が自lFI―ターにも当てはまる

ことに気付き、「学習したこと力殺立ったJと いう科学の和甲性

を実惑できた実こ品 たヽと感じれ

③ 濶副本験B'大型モーターカ憤力な理由を助

活ヽ体験Aの後、児童から、「ビッグカーのモーターの中身は

どうなっているのかな?Jと話しに来た。よく話を聞くと、人

を乗せて走ることができるにどの強力な大型モーターの中身が

気になったという。そこで このことをクラス劉本に話し、大

型モーターの中身を調べてみることになった

証 くる前に 大型モーターが 強力

な理由を考えさせると 児童は、右の

ように考えた 児童の目の前で 大型

モーターを4詢本し 中身を見せると

「llたちのモーターと違うJと話しチL

そこで 自ltt―ターと,ヒベてどのよ

うな違|や共通点があるの力納
=

児童は 大型モークーの中から口|てき

た電磁石に電気を流し 明 りが全部、

極になってるJと話した また、導線

一
　

０̈

ビッグカーの大型モーターは

大型モーターの中身

を維 る。

0 大型モーターのt組み

について 学習したこと

を当てはめて考えさせ

る.

でミニカーがたる力やつてみてもい0¬ という声をあは ので

自作モーターをミニカーに取り付けて走るかどう力朝べた し

かし 100回巻きのT字型電磁石の自作モーターでは ミニカー

は走らなかったので 「白tt―ターの力が弱いから走らないん

角 噛力に,,いま走るはす油 と考える児童が多くいたので

コイルカ巻き数を増やしたり 動 を大きくしたりして試して

みたところ、ミニカーを走らせることができ7_

この体験から、児童は コイルの巻き数や電流つ大きさを変

えると自作モーターがどれくらい強力になるのかと考え́台め

'ヽそこで、電磁石の時と同様に コイルの巻き数と動 のヽ大き

さを変えて、自作モーターだけを使い、どカカ
=け

のおもりを巻

き上げることができるかという方法で調べることになった。

結果は次のようになった。

に注目した児童は、「大き1滝流を流ナために、

ているん,a と説明した

それから 強力な力を出せる理由を話し合つL児 嵐ま 電

磁石の極がたくさんあると 回転しやすくなって強力になると

思うJなど、学習したことを当てはめて、大型モーターがなぜ

強力なの力考えることができ さらに 身近か吻に生かされて

t%牟ド考飾
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つ⇒ _ヽtl■くことができオヽ

4 おわりに

f4学つ有R性を実蔵できるように学習の酬 を考えて教

Tlを工夫し、それらを用いた濶調体験を組織して取り入れたこ

とく 児童は 学習したことを活用して考えたり、身近な大型

モーターの性組みに学習したことを当てはめたりすることが

できれ 活用体験Bの終盤(もつと強力なモーターがどこに

使われているのかを話し合うと、児童は、ハイプリンドカ~や

電車をあIス

'大
型モーターよりもすごい工夫がある|まう匂

と話しオ、身近な生活に学留したことが生かされていると気付

き始めた姿だと考える.

今後も 児童力料学の和円性を実感できる理科学習を目指し

て、新たな活用体験0工夫と散

"の

開発をして,ヽく。

大型モーターは、
どうして強力なのか

O nЮ 回巻 きぐらもヽコイリレカ`

たくさんをかれてtヽると思

0電 磁石が、1つてはなく た

くさん入つてもヽると思う.

強力な磁石が入つていると

思う。       など

贔 200口巻き 300回巻き

2個 130g 170g

4個 230g 290g

ある″レープ0巻き上げられるおもりの重さを調べた結果

カレー」こより、数値●誤差はあったが、傾向として T宇型

を強くするには


